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1．他誌発表（抄録）   

Distribution of Aflatoxin，Citrinin，andInva－  

ding FungalMyce＝umin Rice Kernelslnocuト  

ated with Ag）ergillus nauus and Penicillum  

Citrinum． H．TAKAHASHIl），H．YAZAKIl），  

M．MANABE2），S．MATSUURA2）3）and S．KIMU  

RA4）：CerealChem．，66，337－341，1989．   

相対湿度約85％および90％，温度280cの条件下でA叩  

er官J∠J昆S／JαU比SおよびPeJl∠c～J′～um cかよれ比mの汚染  

玄米を人工的に調製し，それぞれの粒内部におけるアフ  

ラトキシンとシトリニンの分布状態を走査型電顕と蛍光  

顕微鏡で調べた。湿度85％，60日間の貯蔵でAノ／α化S  

はアフラトキシンを産生したが，P．cほ「よ几比mは90日間  

の貯蔵でも検出されなかった。これに対し，湿度90％で  

は，いずれの菌も著量のカビ毒を産生した。それらのカ  

ビ毒はいずれも汚染カビの菌糸の近くに存在し，高度に  

汚染された場合には胚芽，アリユーロン層のみならずそ  

れらに接するデンプン胚乳部でも認められた。それらの  

カビ米を精すると，カビ毒はかなり減少するものの完全  

には除去できず，白米中に残存した。  

1）千葉県衛生研究所 2）農林水産省食品総合研究所  

3）現聖徳短期大学  4）東北大学農学部  

平行線定土法を用いたELISA法による人血清中  

ジフテリア抗休の測定  内村真佐子l），高木謙二1），  

北山秋雄l）事，矢崎贋久Ⅰ），堀内善信2）‥：感染症学雑誌，  

64，967－972，1990．   

平行線定量法を用いたELISA法を応用してジフテリ  

ア抗毒素抗体を測定し，本法の再現性の検討及び細胞培  

養法による抗体価との比較を行った。   

平行線定量法により得られた標準血清および披検血清  

の用量反応回帰線は直線性を示し，被検血清は標準血清  

に対して平行性を示した。繰り返し測定間の相対力価の  

ばらつきは少なく，変動係数（CV％）は9．1～36．0であっ  

た。なお相対力価が低くなるに従い，変動係数が大きく  

なる傾向が認められた。   

細胞培養法による中和抗体価とELISA法による相対  

力価との比較を行ったところ，両測定法の問に相関性が  

認められた。（回帰係数0．996，相関係数0．891）  

1）千葉県衛生研究所 2）千葉県血清研究所  

＊  現，国立公衆衛生院  

＊＊ 現，千葉県食品衛生検査所   

A叩erダi肋βならびにPe乃～cfJ肋m属糸状菌の産  

生する玄米組織の分解酵素について  高橋治男1），  

渋谷直人2），矢崎廣久1），木村修一3）：日本農芸化学会誌，  

64，27－34，1990．   

貯蔵農産物より分離したA叩eJ官∠仇sならびにPeJlgCよ一  

拍五m属糸状菌，5菌種の培養抽出物から得られた粗酵  

素の，キンラン，セルロース，ペクチン質ならびに米生  

デンプンに対する分解活性を調べた。いずれの供試殊に  

もそれらの分解活性を有したが，A．res£rよc£比S等の貯蔵  

性菌類は，一般に活性が低かった。さらに，玄米の異種  

皮ならびに胚乳細胞壁標品に対する分解活性についても  

調べたところ，ペクチン質含量の高い胚乳細胞壁におい  

て供試株の差がみられ，A．／JαUuS等の様なペクチン質  

の液化活性の強い株が比較的高い分解活性を有した。こ  

れらの結果は，それら供試株の玄米粒への侵入性を反映一ヽ  

するものと考えられる。  

1）千葉県衛生研究所 2）農林水産省食品総合研究所  

3）東北大学農学部  

Pe乃ね～J〃〟m C托血αmおよぴA甲erg～〃〟β〃αU〟β  

接種蒸し白米粒の内部におけるシトリニンならび  

にアフラトキシンの分布  高橋治男1），矢崎虞久Ⅰ），  

真鍋勝Z），松浦慎治2），木村修一3）：マイコトキシン，31，  

49－53，1990．   

水分含量が比較的高い（約32％）蒸し白米にシトリニ  

ン産生Pe几∠c∠JJ∠昆m Cはr∠花比mおよびアフラトキシン産  

生A軍erg∠〃㍑S／血沈Sをそれぞれ接種し，粒内部にお  

けるそれらカビ毒の分布に対する水分の影響をみた。そ  

れらのカビ毒の分布は産生株の侵入菌糸の分布とほぼ一  

致した。すなわち，シトリニンは拉の表層部に局在する  

のに対し，アフラトキシンは広くほぼ粒全体に分布し，■■ヽ  

菌種の侵入性によりカビ毒の分布が異なることを示した。  

また，この結果は先に報告した相対湿度約90％における  

接種試験の結果とはぼ一致した。これらの結果は米粒内  

において水を媒介とするそれらカビ毒の物理化学的な拡  

散の可能性が極めて低いことを示した。  

1）千葉県衛生研究所 2）農林水産省食品総合研究所  

3）東北大学農学部  

酸素電極による食品中の残存過酸化水素定圭法  

の改良  宮本文夫，佐伯正信：衛生化学，36，  

390－398，1990．   

食品中の残存過酸化水素（H202）の定量のために酸  

素電極法を改良した。試料のH202含量はカタラーゼ未  

処理と処理の試料から得られた各々のH。0。値の差から  

－62－   
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算出した。試料中のH。02は酸性の抽出溶剤で氷水中で   

浸溝により抽出した。抽出後，水酸化ナトリウムとリン   

酸緩衡液でPH68に調整し，抽出液中のH202を酸   

素電極で測定した。市販食品での1及び5〟g／gの   

H202の添加回収率は各々62．3102，9及び89，8－100．2％で   

あった。市販食品のH202含有量は13種の食品が不検出   

で，ヨーグルトが2．49〟g／／gであった。本法は原法で   

ある豊田法より回収率が良く，かつ市販食品の測定値は   

豊田法より低値であり，また，H202処理した食品の測   

定値は豊田法と同等以上の値を示し，残存H202の測定   

により適した方法と考えられた。  

High－Performance ＝quid chromatographic  

こ 

三二 

mation Keiko NAKAJIMA，Toshiko YASU－   

DA and HiroyukiNAKAZAWAl），Journalof   

Chromatography，502，379－384，1990．  

シャンプー，ヘアーリンス，ヘアートリートメント中   

のビリチオン亜塩（zpt）を高速液体クロマトグラフィー   

（HPLC）により定量する方法を検討した。Zptはその   

ままでは不安定であるので銅錯体に変換後，クロロホル  

ム抽出して逆相HPLC分析を行った。HPLCに際し，   

ポンプから溶出する金属不純物がカラムを汚染し，時間   

の経過とともにピークがブロードとなるが，流路を   

EDTA－2Naで洗浄すると，再び良好な形状のピーク   

が得られた。本法を市販の洗髪料中のZptの定量に応   

用したところ，回収率，再現性ともに良好であった。   

1）DepartmentofPharmaceuticalSciences，Na－  

tionalInstitute of Public Health．  

■■  

2．学会発表（口演，示説等の抄録）  

⊥ねfer～αmO乃OC〝わge几e5の市販ナチュラルチー   

ズからの検出状況 高木謙二，矢崎贋久′ト倉 廉1），   

太田原美作雄2），第107回日本獣医学会，東京，1989．  

4．14．4．  

最近，乳製品や野菜サラダ等を原因とするエよsよer∠α   

mo／10C）′とOgeJleSの集団感染事例が報告されるようにな  

り，我々も市販のナチュラルチーズを対象に菌検索を行  

なったところ，73検体中6検体（8．2％）から本菌が検  

出された。分離菌の血清型は，6株ともすべて4型であ  

り，うち1株は4abであった。菌が検出されたチーズ  

は，すべて外国産であった。薬剤感受性試験では，NA，  

SAに耐性であった他は感受性であった。   

1）元衛生研究所2）現財団法人千葉県結核予防会   

室内塵中ダニ類の薬剤感受性に関する研究  

（1）製剤特性と効力試験法の考察 森 啓至，藤曲  

正登，林 晃史：第41匡旧本衛生動物学会，宇都宮市，  

1989，4．7～臥   

エトフェンブロックス・ホキシム・アザメチホス・ピ  

ラクロホス・シフルスリン・サイペルメトリンの6種の  

殺虫剤による殺ダニ試験をケナガコナダニとコナヒョウ  

ヒダニを用い，クリップ法と培地混入法により行った。   

その結果，ケナガコナダニの方が薬剤感受性が高いこ  

と，防虫紙での培地混入法は顕著な増殖抑制効果を認め  

がたく，使用目的を満たす試験といいがたいことを示し  

た。   

また，原体と乳剤との製剤問の効力の差を見るため，  

クリップ法で，エトフェンブロックスを用いて試験し，  

原体より5％乳剤のはうが効力の高いことを示し，薬剤  

開発の際に，原休のみならず製剤の効果も検討する必要  

性を示唆した。  

土壌中のトリクロロエチレン等の検査法につい  

て（Ⅱ）一土壌への吸着と溶媒抽出法の検討一  

中西成子，日野隆信：第26回全国衛生化学技術協議会年  

会，神戸市，1989，9．14．   

土壌中のトリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，  

1，1，1一トリクロロエタンの分析法としては，まだ  

公定法などの統一された分析法がなく，試料の保存に留  

意した簡便な分析法が必要とされている。先に土壌に吸  

着しない易動性のトリクロロエチレン等の分析法として  

ヘッドスペース法による溶出試験方法を報告したが，今  

回は土壌に吸着したトリクロロエチレン等についても定  

量可能な溶媒抽出法を報告した。本法では，バイアルを  

試料保存容器ならびに試験容器とすることで，1ケ月程  

度の試料保存が可能であった。また土壌への添加回収実  

験では，3物質とも回収率で84．9～97．4％，変動係数で  

1．78～5．85％と良好な結果であった。   

保存試料をヘッドスペース法と溶媒抽出法の両法で測  

定したところ，トリクロロエチレン等の土壌への吸着現  

象が観測され，有機物含量の高い土壌ほどトリクロロエ  

チレン等を多く吸着した。  

飲料水中の有機ハロゲン化合物の簡易な除去法  

について  日野隆信，中西成子，小室芳淘：第26回  

全国衛生化学技術協議会年会，神戸市，1989鼠14．   

トリクロロエチレン等で自家用井戸が汚染された場合，  

汚染されていない清水層に井戸を掘り直すか，水道に切  

り換える等の対策がなされている。いずれにしても，良  

一63－   




